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    ** ⽇本学術会議ニュース・メール ** No.942 ** 2025/11/14     

====================================================================== 

１．【ご案内】 

  （再送）令和９年度共同主催国際会議の募集について 

２．【開催案内】 

  九州・沖縄地区会議学術講演会「半導体が創る熊本の未来」 

３．【開催案内】 

  公開シンポジウム「⽇本⽂学と藍」 

４．【⽇本政府観光局（JNTO）】 

  （開催案内）講演会「国際会議主催者セミナー」 

■---------------------------------------------------------------------------------------------------- 

１．【ご案内】 

  （再送）令和９年度共同主催国際会議の募集について 

----------------------------------------------------------------------------------------------------■ 

 

⽇本学術会議では昭和 28 年度以降、学術研究団体が国内で開催する国際会議のうち、特に重要と認められ

る国際会議について共同主催を⾏うことにより、学術研究団体への⽀援・協⼒を⾏っています。 

令和９年度に開催される国際会議の募集は、【11 ⽉ 28 ⽇（⾦）】まで［期限厳守］となっております。 

ご応募をご検討の会議については、期限までの応募をお願いします。 

募集概要・申請書等の詳細はこちらをご覧ください。 

https://www.scj.go.jp/ja/int/kaisai/entry.html 

 

＜募集概要（抜粋）＞ 

１．共同主催要件 

・国際学術団体（⺟体団体）が、国際会議の⽇本開催を決定したものであること。  

・関係分野に影響を与え学術の振興に寄与するものであること。  

・開催期間中に市⺠公開講座など、会議の成果を⼀般市⺠に還元するプログラムを企画していること。 

 等 

 

２．申請⼿続き等 

 ○申請書類受付期間：令和７年 10 ⽉１⽇（⽔）〜11 ⽉ 28 ⽇（⾦）［期限厳守］ 

 ○申請書類提出先（メール）：⽇本学術会議事務局 参事官（国際業務担当）付 国際会議担当 宛 

               E-mail : scj.kokusaikaigi.h5j(a)cao.go.jp 

               ※(a)を@にしてお送りください。 

 ○書⾯審査を通過した会議に対しヒアリング審査を実施し、候補の選定を⾏います。 

https://www.scj.go.jp/ja/int/kaisai/entry.html
http://cao.go.jp/


 

３．共同主催が認められた国際会議に対して⽇本学術会議が措置する内容（予定） 

 ○会議開会式における⽇本学術会議会⻑（⼜は副会⻑）の出席・主催者挨拶。 

 ○会場借料（準備時間、控室等を除く）について、その⼀部を予算の範囲内で負担。 

 

 

【問い合わせ先】 

 ⽇本学術会議事務局 参事官（国際業務担当）付国際会議担当  

（TEL：03-3403-5731 Mail：scj.kokusaikaigi.h5j(a)cao.go.jp） 

 ※(a)を@にしてお送りください。 

 

■---------------------------------------------------------------------------------------------------- 

２．【開催案内】 

  九州・沖縄地区会議学術講演会「半導体が創る熊本の未来」 

----------------------------------------------------------------------------------------------------■ 

【⽇時】令和 7(2025)年 12 ⽉ 5 ⽇（⾦）15:00〜16:55 

【場所】熊本⼤学⼯学部百周年記念館（熊本県熊本市） 

    ※熊本⼤学構内への⾞両⼊構はできませんので、お越しになる際は公共交通機関をご利⽤ください。 

【開催⽅法】ハイブリッド開催 

【主催】⽇本学術会議九州・沖縄地区会議 

【共催】熊本⼤学 

【後援】熊本県、熊本市 

 

【開催趣旨】 

 近年、半導体産業は、私たちの⽣活だけでなく社会全体を⼤きく変える⼒を持っています。特に熊本県

では、ＴＳＭＣの進出を筆頭に半導体関連企業の集積が急速に進んでおり、地域経済、教育、⽂化、そして

学術研究にも計り知れない影響をもたらそうとしています。 

 本講演会では、熊本⼤学がこの⼤きな変⾰の中でどのような学術振興を推進し、地域と共に未来を創造

していくのかに焦点を当てます。半導体が切り開く新たな可能性を理解し、熊本の持続可能な未来を築く

ための議論の場を提供いたします。 

 

【プログラム】 

https://www.scj.go.jp/ja/event/2025/392-s-1205.html 

【参加費】無料 

【申込み】 

事前参加申込制 

http://cao.go.jp/
https://www.scj.go.jp/ja/event/2025/392-s-1205.html


以下の申込フォームからお申し込みください。（申込み締切：11 ⽉ 25 ⽇（⽕）17:00）      

https://forms.office.com/r/bYfFr3RenZ 

【問合せ先】 

熊本⼤学研究・社会連携部研究推進課総務企画担当 

TEL：096-342-3146,3242 

 

■-------------------------------------------------------------------- 

３．【開催案内】 

  公開シンポジウム「⽇本⽂学と藍」 

--------------------------------------------------------------------■ 

【主催】⽇本学術会議⾔語・⽂学委員会⽇本⽂学の伝統と現代社会分科会 

【共催】京都芸術⼤学⽂明哲学研究所・デザイン⼯芸研究センター 

【⽇時】令和７（2025）年 2 ⽉ 1 ⽇（⽇）13:00〜17:00 

【場所】京都芸術⼤学 

【参加費】 無料 

【定員】100⼈ 

【事前申込み】要  

  https://forms.gle/TdxnLfxkc1FqtDCu5 

 

【開催趣旨】 

 江⼾時代、藍は産業として⽇本全国に広がり、江⼾の街では「藍四⼗⼋⾊」が誕⽣して、鮮やかな藍⾊が

⼈々を魅了した。明治後期に安価で⼿軽な化学染料の登場によって危機に瀕したものの、現在ふたたびそ

の素晴らしさに⽬が向けられ、ジャパン・ブルーと呼ばれて世界でも⾼く評価されている。本シンポジウ

ムでは、そうした藍の⾊が、⽂学の中でどのようなイメージをもって捉えられてきたのか、奈良時代から

現代にいたるまでのさまざまな⽂学作品を通して考え、⽇本⼈の⾊彩感覚や⽂化背景、⽣活と藍との関わ

りを探る。 

 京都芸術⼤学が進める、藍染作家と共に歴史をひもとき、「藍四⼗⼋⾊」を再現する取組、藍と共に⽣き

る⼈々の暮らしやものづくりを、写真や映像で表現し次世代へ届ける取組、藍を⽣かした新たな ART作品

を創り上げる取組といった実践的な活動に、⼈々の⼼性を歴史的に幅広く辿ることのできる⽂学作品を通

じた⽂献学的な⽅法で、藍の世界を総合的にとらえる本シンポジウムを対置することで、⼀つの素材に対

する多⾓的な⾒⽅を提⽰するものである。 

 

【プログラム】https://www.scj.go.jp/ja/event/2026/392-s-0201.html 

【問い合わせ先】 

⽇本⽂学と藍シンポジウム事務局 

メールアドレス：nihonbungakutoai(a)gmail.com ※(a)を@にしてお送りください。 

https://forms.office.com/r/bYfFr3RenZ
https://forms.gle/TdxnLfxkc1FqtDCu5
https://www.scj.go.jp/ja/event/2026/392-s-0201.html
http://gmail.com/


 

■---------------------------------------------------------------------------------------------------- 

４．【⽇本政府観光局（JNTO）】 

  （開催案内）講演会「国際会議主催者セミナー」 

----------------------------------------------------------------------------------------------------■ 

⽇本政府観光局（JNTO）は、12 ⽉ 17 ⽇（⽔）に「国際会議主催者セミナー」を東京⼤学伊藤謝恩ホール

で開催いたします。 

国際会議を主催する皆様や関係者の皆様に向けて、国際会議の誘致・開催の経験を持つ２名の先⽣⽅より、

誘致・開催のノウハウを講演いただきます。実際に国際会議を誘致・開催する上でのポイントに係る講演

等、⼤変実践的な内容となっているとともに、⽇本学術会議や⽇本政府観光局（JNTO）による国際会議誘

致・開催⽀援の内容についてもご説明いたします。 

具体的に国際会議の誘致・開催のご予定がある⽅はもちろん、今後の参考のためにという⽅も是⾮ご参加

ください。 

 

◇ご参加の⽅には『⽇本コンベンション都市ガイド』冊⼦を限定プレゼント！◇ 

 国内各都市の国際会議⽀援策や施設情報が集約された国際会議の企画・開催に役⽴つ⼀冊です。 

 

セミナー、ネットワーキングイベントともに参加は無料です。 

以下のフォームより事前に参加をお申し込みください。 

https://www.jcb.jnto.go.jp/l/894021/2025-10-19/31m89n1 

 

【開催概要】 

・主 催：⽇本政府観光局（JNTO） 

・⽇ 時：令和７（2025）年 12 ⽉ 17 ⽇（⽔） 

 ■ セミナー：16：00〜17：50（開場：15：30〜） 

 ■ ネットワーキングイベント：18：00〜20：00 

・場 所：東京⼤学本郷キャンパス 伊藤国際学術研究センター 

     地下 2階 伊藤謝恩ホール（東京都⽂京区本郷 7-3-1） 

・参加費：無料（要事前申込） 

 

【セミナー概要】 

● ご講演 

「国際会議の開催とさまざまなカテゴリでのコミュニティ形成― IGARSS 2019 

および WCCI 2024 ―」 

 廣瀬 明 ⽒（東京⼤学⼤学院⼯学系研究科 教授） 

「地⽅での国際会議の誘致・開催について」 

https://www.jcb.jnto.go.jp/l/894021/2025-10-19/31m89n1


 井佐原 均 ⽒（追⼿⾨学院⼤学 シニア研究員） 

● ⽇本学術会議・⽇本政府観光局（JNTO）による⽀援について 

⽇本学術会議事務局より 

⽇本政府観光局（JNTO）MICE プロモーション部⻑ 巽 ⿇⾥⼦ 

 

【申込⽅法】 

以下の参加登録フォームよりお申し込みください。（申込締切：12 ⽉ 16 ⽇（⽕）） 

https://www.jcb.jnto.go.jp/l/894021/2025-10-19/31m89n1 

 

【「国際会議主催者セミナー」ご案内ページ】 

https://mice.jnto.go.jp/seminar2025/ 

 

＜お問い合わせ先＞ 

JNTO MICE プロモーション部 市場戦略グループ 

担当：⾼橋・⼩久保・板垣 

TEL：03-5369-6015 

E-mail：shijo(a)jnto.go.jp ※(a)を@にしてお送りください。 

 

----------------------------------------------------------------------- 

 

*********************************************************************** 

 ⽇本学術会議 YouTubeチャンネル 

  https://www.youtube.com/channel/UCV49_ycWmnfhNV2jgePY4Cw 

 ⽇本学術会議公式Ｘ 

  https://x.com/scj_info 

*********************************************************************** 

======================================================================= 

 ⽇本学術会議ニュースメールは転載は⾃由ですので、関係団体の学術誌等への転載や関係団体の構成員

への転送等をしていただき、より多くの⽅にお読みいただけるようにお取り計らいください。 

 過去のメールニュースは、⽇本学術会議ホームページに掲載しております。 

 https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html 

 

【本メールに関するお問い合わせ】 

 本メールは、配信専⽤のアドレスで配信されており返信できません。 

 本メールに関するお問い合わせは、下記の URL に連絡先の記載がありますので、そちらからお願いいた

します。 

https://www.jcb.jnto.go.jp/l/894021/2025-10-19/31m89n1
https://mice.jnto.go.jp/seminar2025/
http://jnto.go.jp/
https://www.youtube.com/channel/UCV49_ycWmnfhNV2jgePY4Cw
https://x.com/scj_info
https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html


======================================================================= 

 発⾏：⽇本学術会議事務局 https://www.scj.go.jp/ 

     〒106-8555 東京都港区六本⽊ 7-22-34 

https://www.scj.go.jp/

